「あつ、 いかん。 生徒 を かへ しなさい ごと 云 ひました 

が、 猫 大将 は ニヤ ニヤ 笑って、 向 ふへ 走って 行って し 

まひました。 鳥 箱 先生 も 

「あ、 哀れな こと だ ご と 云 ひました。 しかし 鳥 箱 先 

生 は、 それから はすつ かり 信用 をな くしました。 そし 

て いきなり 物置の 棚へ 連れて来られました。 

「はは あ、 こゝ は、 大 へん、 空気の 流通が 悪い なご と 

鳥 箱 先生 は 云 ひながら、 あたり を 見 ま はしました。 棚 

う ゑき ばち 

の 上に は、 こ はれ か、 つた 植木鉢 や、 古い 朱塗りの 

て をけ 

手桶 や、 そんな がらくたが 一 杯でした。 そして 鳥 箱 先 

生の すぐう しろに、 まっくらな 小さな 穴が ありました _ 



そして フゥ ねずみ は 一 目 散に 逃げて 穴の 中へ は ひつ 

てし まひました。 

それから 又 五六 日た つて、 フゥ ねずみが、 いつもの 

とほり、 大 いそぎで 鳥 箱 先生の そば を 通りす ぎょうと 

します と、 先生が 網の チョッキ をが たっと させながら、 

呼びと めました。 

「おい。 フゥ、 ちょっと 待ちなさい。 お まへ はいつ で 

も わしが 何 か 云 はう とすると、 早く 逃げて しま はう と 

する が、 今日は、 まあ、 すこしお ちついて、 こ、 へす 

わりなさい。 お前 は なぜ そんなに いつでも 首 をち、 V め 

て、 せなか を 円く する のです ご 



「だって、 先生。 私の 友達 は、 みんな、 もっとせ なか 

を 円く して、 もっと 首 をち > め てゐ ますよ。」 

「お前の 友達と いっても、 むかでな ど はせ なか をす つ 

くりとの ばして あるいて ゐる ではない かご 

「い、 え。 むかで はさう です けれども、 ほかの 友 だち 

はさう ではありません ご 

「ほかの 友 だち とい ふの は、 どんな 人 だ ご 

「けし つぶや、 ひえつぶ や、 お ほば この 実な どです ご 

「なぜ いつでも、 そんなつ まらない ものと だけ、 くら 

べるの だ。 え、。 おい ご 

フゥ ねずみ は 面倒臭くな つたので 一 目 散に 穴の 中へ 
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